「フッ素のしおり」の内容について申し入れ

   滋賀県守山市からの便り   ３月に学習会も開きます
昨年１２月６日、守山市すこやか生活課にフッ素洗口について交渉に行きました。こちらは、反対派の歯科医である津曲さん、教職員組合から大依さん、保護者として私（伊藤）の三名です。相手は、課長とフッ素担当者の二名でした。今回の目的は、毎年市が作って配布されるフッ素洗口の保護者向け資料「フッ素のしおり」の内容についての申し入れが中心です。内容は別紙要求書のとおりです。すこやか生活課側は「話を聞く」という雰囲気で、特に何か具体的な回答はありませんでした。

私；市の資料にはフッ素の良いことしか書かれていない。厚生労働省のデーターを載せているとのことだが、少し違うところに目をやると、フッ素の毒性やむし歯予防効果がないとの情報がでている。これでは不信感を招くことになる。また、データーにも信憑性がない。私たちの持っているデーターとかなり違う。

　　　学校での検診は正確ではない。学校での設備で、あの人数を短時間で検診することは正確さに欠ける。また、「ＣＯ」の数の調査をして出す必要がある。「ＣＯ」をむし歯とカウントすれば効果の信憑性が崩れる。さらに、

フッ素は歯を完璧に乾燥させて塗

ってはじめて効果が出るという歯

科医師がいる。学校での洗口は効

果がないということだ。いろんな

問題点があるがどう考えるのか。

市；検討させてほしい。

私；養護教諭や教職員に配っている誤

飲の時のマニュアルもしおりに掲

載するべきだ。

市；公開はしている。

私；「する･しない」を自由に選択させ

ている医療行為を学校の課業中に、

しかも集団で行うのはおかしい。

市；医療行為とは考えていない。予防

の一つと考えている。

私；１０年間実施してきて、集約はど

うするのか。アンケートなどはし

ないのか？

市；アンケートは今検討中でどのよう

にするかは未定。市の８０２０会

議で検討していく。

私；１０年間、子どもに毒物を学校で

与えているという認識に立っている。混乱をさせることが目的ではないが、私たちは正しい情報が欲しい。フッ素洗口についての学習会を開く予定をしている。すこやか生活課に問い合わせが来る可能性もあるので知っておいてほしい。

　以上のようなやり取りでした。そこで守山市でフッ素洗口に関する学習会を行います。

２００７年３月３日（土）１３：３０受付、１４：００開会

講師に「医薬ビジランスセンター」の「浜　六郎さん」に来ていただいて行う予定です。

場所は守山市河西会館です。（ビラを参照してください）

　全国からのお越しをお待ちしています。

滋賀県守山市　　伊　藤　満　明

	２００６年１２月６日

守山市市民福祉部すこやか生活課長　様

歯　科　医　師　

津曲　雅美

フッ素洗口を考える親の会

清原　勝、伊藤　満明

フッ素洗口の保護者向け資料とフッ素洗口についての要求

　フッ素洗口について、保護者に配布されます資料「フッ素のしおり」に下記の項目を要求いたします。また、フッ素洗口の実施についても下記の項目を要求いたします。よろしくご検討をお願いします。

記

１、「フッ素のしおり」について

（1） インホームドコンセントによる保護者向け資料にされること。

· 「効果」を示す情報と「害」を示す情報と公平に掲載されること。

・　ＷＨＯの見解についても誤訳を採用するのではなく、正しい訳を採用されること。また、「安全必須薬品モデルリストからの削除を検討中」という事実ものせること。

· 数値については、最新のもので、その出所を明確にされること。

· １％で劇薬指定されていることを明記されること。

（2） 洗口実施の場合の教職員用マニュアルや誤飲の場合のマニュアルも掲載されること。

２、フッ素洗口について

（１）「する・しないを自由に選択させているもの」また「医療行為と判断できるもの」を学校の課業中にさせないこと。

（２）１０年を契機に実施の見直しを検討されること。

以上、よろしくお願いします。




